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論
説
東
晋
南
朝
の
建
康
に
お
け
る
華
林
園
に
つ
い
て
ー
「
詔
獄
」
を
中
心
と
し
て
み
た
ー
戸
　
川
　
貴
　
行
F川
は
じ
め
に
　
西
晋
末
の
混
乱
に
よ
り
、
大
量
の
漢
族
が
華
北
か
ら
江
南
へ
避
難
し
た
（
以
下
、
彼
ら
を
僑
民
と
よ
ぶ
）
。
そ
の
後
の
東
晋
に
お
い
て
僑
民
は
中
原
恢
復
を
優
先
し
た
た
あ
、
帰
北
ま
で
皇
帝
の
行
宮
の
地
た
る
建
康
の
増
築
を
控
え
る
べ
し
と
し
た
。
し
か
し
、
上
述
の
状
況
は
僑
民
の
子
孫
が
土
着
化
し
、
天
下
の
中
心
を
洛
陽
で
な
く
建
康
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
徐
々
に
変
化
し
て
い
く
。
さ
ら
に
北
魏
の
華
北
統
一
、
元
嘉
二
十
七
年
（
四
五
〇
）
の
北
伐
失
敗
に
よ
り
、
中
原
恢
復
の
可
能
性
は
極
め
て
低
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
、
東
晋
後
半
ご
ろ
か
ら
建
康
の
大
規
模
な
増
築
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
劉
宋
孝
武
帝
期
に
は
そ
の
地
に
天
下
の
中
心
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
を
意
味
す
る
王
畿
と
い
う
行
政
区
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
に
し
て
増
築
さ
れ
た
建
康
の
う
ち
、
そ
の
中
心
と
な
る
宮
城
部
分
で
は
朝
政
の
場
で
あ
る
太
極
殿
以
南
に
く
ら
べ
、
そ
れ
東晋南朝の建康における華林園にっいて33
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
よ
り
北
に
位
置
す
る
空
間
の
方
が
皇
帝
に
と
っ
て
生
活
・
遊
宴
の
場
と
し
て
私
的
性
格
が
強
か
っ
た
。
一
方
、
南
朝
で
は
皇
帝
の
側
近
と
な
っ
た
寒
人
層
の
台
頭
が
、
士
人
層
の
支
配
、
ひ
い
て
は
帝
権
の
強
化
に
つ
な
が
っ
た
と
す
る
見
方
が
存
在
す
る
（
以
下
、
寒
人
層
と
い
う
場
合
、
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
、
皇
帝
の
側
近
と
な
っ
た
寒
人
層
を
指
す
こ
と
と
す
る
）
。
で
は
、
か
か
る
北
に
位
置
す
る
空
間
の
増
築
と
寒
人
層
の
台
頭
に
は
、
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
か
り
に
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
具
体
的
に
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
太
極
殿
の
北
に
位
置
す
る
空
間
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
『
建
康
実
録
』
巻
一
二
、
太
祖
文
皇
帝
元
嘉
二
十
三
年
の
条
に
引
く
「
地
輿
志
」
に
、
　
　
呉
の
時
の
蕾
き
宮
苑
な
り
。
脅
孝
武
　
更
に
宮
室
を
築
立
す
。
宋
元
嘉
二
十
二
年
、
重
脩
し
て
之
を
廣
む
。
又
た
景
陽
．
武
肚
の
　
　
諸
山
を
築
き
、
池
を
撃
ち
て
天
淵
と
名
づ
け
、
景
陽
櫻
と
通
天
観
を
造
る
。
孝
武
大
明
中
に
至
り
、
紫
雲
景
陽
縷
に
出
で
、
因
　
　
り
て
改
め
て
景
雲
櫻
と
爲
し
、
又
た
琴
堂
を
造
る
。
東
に
隻
樹
連
理
有
り
、
又
た
改
め
て
連
玉
堂
と
爲
し
、
又
た
験
曜
前
．
後
殿
　
　
を
造
り
、
又
た
芳
香
堂
・
日
観
垂
を
造
る
。
…
…
梁
武
　
又
た
重
閣
を
造
り
、
上
は
重
雲
殿
と
名
づ
け
、
下
は
興
光
殿
と
名
つ
く
。
　
　
朝
日
・
夕
月
の
櫻
、
之
に
登
る
に
及
び
て
、
階
道
　
邊
櫻
す
る
こ
と
九
轄
た
り
。
　
　
呉
時
藷
宮
苑
也
。
脅
孝
武
更
築
立
宮
室
。
宋
元
嘉
二
十
二
年
、
重
脩
廣
之
。
又
築
景
陽
・
武
牡
諸
山
、
馨
池
名
天
淵
、
造
景
陽
櫻
　
　
以
通
天
観
。
至
孝
武
大
明
中
、
紫
雲
出
景
陽
櫻
、
因
改
爲
景
雲
縷
、
又
造
琴
堂
。
東
有
隻
樹
連
理
、
又
改
爲
連
玉
堂
、
又
造
霰
曜
　
　
前
・
後
殿
、
又
造
芳
香
堂
・
日
観
毫
。
…
…
梁
武
又
造
重
閣
、
上
名
重
雲
殿
、
下
名
興
光
殿
。
及
朝
日
．
夕
月
之
棲
、
登
之
、
而
　
　
階
道
邊
縷
九
轄
。
と
あ
り
、
皇
帝
の
御
苑
「
華
林
園
」
が
東
晋
後
半
か
ら
大
規
模
に
増
築
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
華
林
園
と
寒
人
層
と
の
関
係
に
焦
点
を
あ
て
て
考
察
を
行
い
た
い
。
34東洋文化研究15号
　
従
来
、
華
林
園
に
つ
い
て
は
、
村
上
嘉
実
氏
が
そ
の
古
典
的
研
究
の
な
か
で
東
晋
後
半
か
ら
宋
斉
時
代
を
中
心
と
し
て
皇
帝
が
近
臣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
ら
と
遊
宴
す
る
場
で
あ
り
、
観
賞
用
の
芸
術
的
な
庭
園
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
華
林
園
の
文
化
的
側
面
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
関
す
る
指
摘
は
、
秦
漢
か
ら
階
唐
に
お
け
る
御
苑
の
展
開
を
論
じ
た
近
年
の
妹
尾
達
彦
氏
に
よ
る
論
考
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
　
皇
帝
に
よ
る
士
人
層
の
支
配
と
い
う
点
か
ら
み
た
際
、
た
し
か
に
遊
宴
は
帝
が
彼
ら
に
優
遇
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
意
味
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
の
み
に
よ
っ
て
士
人
層
を
十
分
に
支
配
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
華
林
園
に
お
い
て
彼
ら
を
よ
り
強
力
に
支
配
す
る
た
め
の
施
策
は
と
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
皇
帝
が
士
人
層
を
対
象
に
華
林
園
で
お
こ
な
っ
た
勅
命
刑
獄
で
あ
る
「
詔
獄
」
に
注
目
し
、
そ
う
し
た
勅
命
刑
獄
と
寒
人
層
と
の
関
係
如
何
と
い
っ
た
点
か
　
ー
ら
明
り
か
に
し
た
い
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬
　
一
方
、
渡
辺
信
一
郎
氏
は
宋
斉
時
代
の
華
林
園
は
、
皇
帝
が
大
獄
（
重
要
事
案
）
・
獄
囚
に
関
わ
る
再
審
判
を
す
る
場
で
あ
り
、
そ
　
て
の
理
由
を
華
林
園
が
宮
城
の
北
方
す
な
わ
ち
刑
獄
・
裁
判
に
か
か
わ
る
陰
の
方
向
に
属
し
て
い
た
た
め
と
し
、
こ
う
し
た
再
審
判
は
劉
　
つ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
に
宋
末
か
ら
南
斉
で
は
宮
城
外
に
位
置
す
る
閲
武
堂
・
中
堂
と
い
っ
た
軍
礼
・
軍
事
関
係
施
設
に
お
い
て
も
行
わ
れ
た
と
し
て
お
ら
れ
る
。
園
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
筆
者
は
華
林
園
が
皇
帝
に
よ
る
再
審
判
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
う
し
た
再
審
判
が
劉
宋
末
か
ら
南
斉
に
お
い
て
閲
武
堂
・
中
堂
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
氏
の
見
解
に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
閲
武
堂
・
中
堂
は
軍
事
関
連
の
施
設
で
あ
る
の
み
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
な
く
、
宮
城
よ
り
南
に
位
置
し
た
こ
と
が
す
で
に
辻
正
博
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
華
林
園
に
お
け
る
再
審
判
を
単
に
方
角
と
い
う
点
の
み
か
ら
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
近
年
、
張
学
鋒
氏
は
考
古
学
的
見
地
か
ら
建
康
の
華
林
園
に
中
国
中
世
の
都
城
に
共
通
す
る
「
北
辺
防
御
」
機
能
が
存
在
し
た
と
す
る
。
た
だ
し
、
氏
は
建
康
の
発
掘
が
い
ま
だ
不
十
分
な
こ
と
も
あ
り
、
今
後
、
よ
り
多
く
の
資
料
が
公
表
さ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
る
の
を
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
慎
重
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
北
辺
防
御
と
い
う
軍
事
と
も
関
わ
る
機
能
を
東晋南朝の建康における華35
指
摘
し
た
見
解
が
あ
る
こ
と
の
み
に
言
及
し
て
お
く
が
、
筆
者
の
み
る
と
こ
ろ
、
華
林
園
の
軍
事
的
機
能
に
つ
い
て
は
そ
う
し
た
北
辺
防
御
に
と
ど
ま
ら
ず
、
寒
人
層
を
中
心
と
す
る
親
衛
軍
の
主
な
活
動
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
が
存
在
す
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
華
林
園
と
閲
武
堂
・
中
堂
が
と
も
に
軍
事
関
連
の
施
設
で
あ
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
再
審
判
の
場
と
な
っ
た
理
由
を
新
た
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
本
稿
は
上
記
の
問
題
意
識
か
ら
、
建
康
の
華
林
園
に
つ
い
て
、
寒
人
層
と
皇
帝
の
勅
命
刑
獄
で
あ
る
「
詔
獄
」
・
親
衛
軍
と
の
関
係
と
い
っ
た
点
か
ら
考
察
し
、
も
っ
て
東
晋
南
朝
が
中
原
恢
復
を
め
ざ
す
国
家
か
ら
江
南
に
立
脚
し
た
国
家
へ
と
変
質
し
て
い
く
一
軌
跡
に
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
な
お
、
華
林
園
の
性
格
は
劉
宋
・
南
斉
を
へ
て
梁
に
至
る
と
、
獄
官
の
整
備
、
仏
教
の
影
響
な
ど
か
ら
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
す
で
に
渡
辺
、
小
林
聡
両
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
以
下
で
は
宋
斉
時
代
を
中
心
に
考
察
を
お
こ
な
う
。
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第
一
節
　
宋
斉
時
代
の
華
林
園
に
お
け
る
「
詔
獄
」
　
本
節
で
は
論
の
展
開
の
都
合
上
、
ま
ず
宋
斉
時
代
の
華
林
園
に
お
い
て
、
士
人
層
の
支
配
、
ひ
い
て
は
帝
権
強
化
の
一
環
と
し
て
「
詔
獄
」
と
い
う
勅
命
刑
獄
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。
　
さ
て
、
「
詔
獄
」
と
は
冨
田
健
之
氏
に
よ
れ
ば
、
皇
帝
の
意
志
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、
皇
帝
自
ら
が
判
決
を
下
す
勅
命
刑
獄
の
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
で
あ
り
、
廷
尉
が
直
接
的
な
責
任
者
と
し
て
事
に
あ
た
る
廷
尉
獄
お
よ
び
地
方
の
獄
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
い
う
廷
尉
獄
・
地
方
の
獄
の
う
ち
、
皇
帝
の
も
と
ま
で
上
が
っ
て
く
る
大
獄
に
関
わ
る
案
件
が
渡
辺
氏
の
い
う
再
審
判
の
対
象
に
な
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
冨
田
氏
の
見
解
を
ふ
ま
え
、
こ
う
し
た
廷
尉
・
地
方
の
獄
と
異
な
る
勅
命
刑
獄
を
「
詔
獄
」
と
い
う
こ
と
に
す
る
。
　
『
宋
書
』
巻
六
九
萢
曄
伝
に
、
元
嘉
二
十
二
年
（
四
四
五
）
九
月
の
こ
と
と
し
て
、
　
　
詔
し
て
日
は
く
、
（
徐
）
湛
之
の
表
　
此
の
如
く
、
良
に
骸
椀
す
べ
し
。
曄
　
素
よ
り
行
検
無
く
、
少
く
し
て
暇
鐸
を
負
ふ
も
、
但
　
　
だ
才
藝
の
施
す
べ
き
を
以
て
、
故
に
其
の
長
ず
る
所
を
収
め
、
頻
り
に
榮
爵
を
加
へ
、
遂
に
清
顯
に
参
か
ら
し
む
。
而
る
に
険
利
　
　
の
性
、
難
堅
を
過
ぐ
る
有
り
、
恩
遇
を
識
ら
ず
、
猶
ほ
怨
憤
を
懐
く
。
…
…
便
ち
牧
掩
し
、
法
に
依
り
て
窮
詰
す
べ
し
、
と
。
其
　
　
の
夜
、
先
づ
曄
及
び
朝
臣
を
呼
び
華
林
の
東
閤
に
集
め
、
客
省
に
止
む
。
先
づ
已
に
外
に
於
い
て
（
謝
）
綜
及
び
（
孔
）
煕
先
兄
　
　
弟
を
収
む
る
や
、
並
び
に
皆
な
款
服
す
。
時
に
上
　
延
賢
堂
に
在
り
、
使
を
し
て
曄
に
問
は
し
め
て
曰
は
く
、
…
…
、
と
。
上
　
　
重
ね
て
問
は
し
め
て
日
は
く
、
…
…
、
と
。
上
　
復
た
問
は
し
め
て
曰
は
く
、
…
…
、
と
。
明
日
、
侯
士
　
曄
を
送
り
廷
尉
に
付
　
　
し
、
獄
に
入
る
。
　
　
詔
日
、
湛
之
表
如
此
、
良
可
骸
椀
。
曄
素
無
行
検
、
少
負
暇
鐸
、
但
以
才
藝
可
施
、
故
牧
其
所
長
、
頻
加
榮
爵
、
遂
参
清
顯
。
而
　
　
険
利
之
性
、
有
過
難
堅
、
不
識
恩
遇
、
猶
懐
怨
憤
。
…
…
便
可
牧
掩
、
依
法
窮
詰
。
其
夜
、
先
呼
曄
及
朝
臣
集
華
林
東
閤
、
止
於
　
　
客
省
。
先
已
於
外
牧
綜
及
煕
先
兄
弟
、
並
皆
款
服
。
干
時
上
在
延
賢
堂
、
遣
使
問
曄
日
、
…
…
。
上
重
遣
問
日
、
…
…
。
上
復
遣
　
　
問
日
、
…
…
。
明
日
、
伎
士
送
曄
付
廷
尉
、
入
獄
。
と
あ
り
、
『
後
漢
書
』
の
撰
者
と
し
て
著
名
な
萢
曄
が
華
林
園
の
東
閤
を
へ
て
客
省
と
い
う
場
所
に
お
い
て
、
同
園
に
い
た
劉
宋
文
帝
か
ら
使
者
を
通
じ
訊
問
を
う
け
た
後
、
廷
尉
に
付
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
宋
書
』
巻
七
一
徐
湛
之
伝
に
、
そ
の
萢
曄
に
つ
い
て
、
　
　
初
め
、
劉
湛
　
謙
に
伏
し
、
股
景
仁
　
卒
す
。
太
祖
　
沈
演
之
・
慶
柄
之
・
萢
曄
等
に
委
任
し
、
後
に
又
た
江
湛
・
何
璃
之
有
り
。
　
　
曄
　
謙
せ
ら
れ
、
柄
之
　
免
ぜ
ら
れ
、
演
之
・
璃
之
　
並
び
に
卒
す
。
是
に
至
り
て
江
湛
　
吏
部
尚
書
と
爲
り
、
湛
之
と
並
び
に
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椹
要
に
居
り
、
世
之
を
江
・
徐
と
謂
ふ
な
り
。
　
　
初
、
劉
湛
伏
謙
、
股
景
仁
卒
。
太
祖
委
任
沈
演
之
・
慶
柄
之
・
萢
曄
等
、
後
又
有
江
湛
・
何
璃
之
。
曄
諌
、
柄
之
免
、
演
之
．
璃
　
　
之
並
卒
。
至
是
江
湛
爲
吏
部
尚
書
、
與
湛
之
並
居
権
要
、
世
謂
之
江
・
徐
焉
。
と
あ
る
よ
う
に
、
彼
は
沈
演
之
、
慶
柄
之
、
江
湛
、
何
璃
之
と
と
も
に
、
当
時
、
文
帝
が
も
っ
と
も
信
頼
し
て
い
た
大
臣
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
文
帝
の
弟
で
あ
る
彰
城
王
義
康
を
利
用
し
た
謀
反
に
加
担
し
諌
殺
さ
れ
た
。
　
『
宋
書
』
巻
八
五
謝
荘
伝
に
、
大
明
元
年
（
四
五
七
）
に
お
け
る
都
官
尚
書
の
謝
荘
に
よ
る
上
奏
を
載
せ
て
、
　
　
奮
と
官
長
　
囚
を
寛
め
畢
は
れ
ば
、
郡
　
督
郵
を
遣
は
し
て
案
験
し
、
価
り
て
就
ち
刑
を
施
す
。
督
郵
　
賎
吏
に
し
て
、
能
く
官
　
　
長
よ
り
異
な
る
に
非
ず
、
案
験
の
名
有
る
も
、
而
も
研
究
の
實
無
し
。
愚
　
謂
へ
ら
く
此
の
制
　
宜
し
く
革
む
べ
し
。
今
よ
り
入
　
　
重
の
囚
、
縣
　
考
正
し
畢
は
れ
ば
、
事
を
以
て
郡
に
言
ひ
、
井
び
に
囚
身
を
送
り
、
二
千
石
に
委
ね
て
親
ら
藪
辮
に
臨
ま
せ
、
必
　
　
ず
聲
を
収
め
蜂
を
呑
ま
せ
、
然
る
後
　
就
ち
鐵
せ
よ
。
若
し
二
千
石
　
決
す
る
こ
と
能
は
ず
ん
ば
、
乃
ち
廷
尉
に
度
れ
。
神
州
　
　
（
揚
州
を
指
す
）
の
統
外
、
之
を
刺
史
に
移
し
、
刺
史
に
疑
ひ
有
れ
ば
、
亦
た
墓
獄
に
編
せ
よ
。
　
　
薯
官
長
寛
囚
畢
、
郡
遣
督
郵
案
験
、
価
就
施
刑
。
督
郵
膜
吏
、
非
能
異
於
官
長
、
有
案
験
之
名
、
而
無
研
究
之
實
。
愚
謂
此
制
宜
　
　
革
。
自
今
入
重
之
囚
、
縣
考
正
畢
、
以
事
言
郡
、
井
送
囚
身
、
委
二
千
石
親
臨
藪
辮
、
必
牧
聲
呑
鐸
、
然
後
就
鐵
。
若
二
千
石
不
　
　
能
決
、
乃
度
廷
尉
。
神
州
（
揚
州
を
指
す
）
統
外
、
移
之
刺
史
、
刺
史
有
疑
、
亦
蹄
墓
獄
。
と
あ
り
、
劉
宋
時
代
、
揚
州
で
は
県
－
郡
－
廷
尉
－
尚
書
と
い
う
手
順
を
へ
る
廷
尉
獄
、
そ
れ
以
外
の
州
は
県
1
郡
－
州
－
尚
書
と
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
う
地
方
の
獄
を
整
備
す
る
よ
う
上
奏
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
先
述
し
た
萢
曄
伝
の
記
事
は
そ
れ
と
異
な
る
皇
帝
の
勅
命
刑
獄
す
な
わ
ち
「
詔
獄
」
が
華
林
園
に
お
い
て
萢
曄
の
よ
う
な
大
臣
を
対
象
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
　
南
斉
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
『
南
斉
書
』
巻
四
二
瀟
謳
伝
に
、
建
武
二
年
（
四
九
五
）
六
月
の
こ
と
と
し
て
、
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上
　
華
林
園
に
幸
し
、
謳
及
び
尚
書
令
王
嬰
等
敷
人
と
宴
し
歓
を
蓋
く
す
。
坐
　
罷
む
も
、
謳
を
留
め
晩
く
出
だ
し
、
華
林
閤
に
　
　
至
る
や
、
侯
身
　
執
り
て
還
た
省
に
入
る
。
上
　
左
右
莫
智
明
を
遣
は
し
謳
を
数
め
て
曰
は
く
、
…
…
、
と
。
省
に
於
い
て
之
を
　
　
殺
す
。
…
…
詔
し
て
曰
は
く
、
瀟
謳
　
擢
で
ら
る
る
こ
と
凡
庸
よ
り
し
、
識
用
　
輕
瞼
な
る
も
、
倖
會
に
因
籍
し
て
、
早
く
騙
馳
　
　
に
預
か
る
。
…
…
而
る
に
材
狼
　
其
れ
性
に
し
て
、
凶
謀
　
滋
々
甚
し
。
…
…
廷
尉
に
牧
付
し
、
速
や
か
に
刑
書
を
正
す
べ
し
、
　
　
と
。
　
　
上
幸
華
林
園
、
宴
謳
及
尚
書
令
王
曼
等
数
人
壷
歓
。
坐
罷
、
留
謳
晩
出
、
至
華
林
閤
、
杖
身
執
還
入
省
。
上
遣
左
右
莫
智
明
敷
謳
　
　
日
、
…
…
於
省
殺
之
。
…
…
詔
日
、
瀟
謳
擢
自
凡
庸
、
識
用
輕
瞼
、
因
籍
倖
會
、
早
預
駆
馳
。
…
…
而
材
狼
其
性
、
凶
謀
滋
甚
。
　
　
…
…
可
牧
付
廷
尉
、
速
正
刑
書
。
と
あ
り
、
明
帝
が
当
時
、
領
軍
将
軍
で
あ
っ
た
薫
謳
と
華
林
園
で
遊
宴
を
行
っ
た
こ
と
、
そ
の
後
「
華
林
閤
」
か
ら
出
て
い
こ
う
と
す
る
彼
を
「
省
」
に
入
れ
使
者
を
通
じ
謎
責
し
て
か
ら
殺
害
し
た
こ
と
な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
萢
曄
伝
の
記
事
と
の
比
較
に
よ
り
、
史
料
中
の
「
華
林
閤
」
と
は
華
林
園
の
東
閤
、
「
省
」
と
は
客
省
の
こ
と
を
指
す
と
さ
れ
よ
う
。
先
に
み
た
萢
曄
は
客
省
で
訊
問
さ
れ
た
後
、
廷
尉
に
付
さ
れ
処
刑
に
い
た
る
が
、
瀟
謳
の
場
合
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
詔
獄
」
に
お
い
て
は
そ
の
前
に
大
臣
を
殺
害
し
た
と
し
て
も
少
な
く
と
も
形
式
上
は
廷
尉
に
付
し
た
こ
と
に
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
萢
曄
伝
、
薫
謳
伝
の
記
事
は
華
林
園
が
遊
宴
を
通
じ
大
臣
を
は
じ
め
と
す
る
士
人
層
に
優
遇
を
あ
ら
わ
す
の
み
で
な
く
、
「
詔
獄
」
に
よ
っ
て
彼
ら
を
牽
制
し
帝
権
に
従
わ
せ
る
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
　
ま
た
、
『
南
斉
書
』
巻
四
二
王
嬰
伝
に
、
建
武
四
年
（
四
九
七
）
正
月
の
こ
と
と
し
て
、
　
　
元
會
　
畢
は
り
、
乃
ち
嬰
を
華
林
省
に
召
し
之
を
諌
す
。
詔
を
下
し
て
曰
は
く
、
嬰
　
闘
閻
の
凡
伍
、
少
く
し
て
持
操
無
き
も
、
　
　
人
乏
し
き
に
階
縁
し
、
官
途
に
班
歯
す
。
…
…
而
る
に
長
悪
　
流
れ
易
く
、
構
扇
　
彌
々
大
た
り
。
…
…
並
び
に
廷
尉
に
牧
付
し
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て
、
國
典
を
崩
明
す
べ
し
、
と
。
　
　
元
會
畢
、
乃
召
曼
於
華
林
省
謙
之
。
下
詔
日
、
嬰
闇
閻
凡
伍
、
少
無
持
操
、
階
縁
人
乏
、
班
歯
官
途
。
…
…
而
長
悪
易
流
、
構
扇
　
　
彌
大
。
…
…
並
可
牧
付
廷
尉
、
粛
明
國
典
。
と
あ
り
、
建
武
四
年
（
四
九
七
）
正
月
に
元
会
儀
礼
が
終
わ
っ
た
後
、
当
時
、
尚
書
令
で
あ
っ
た
王
嬰
が
華
林
省
す
な
わ
ち
華
林
園
の
客
省
に
召
さ
れ
謀
殺
さ
れ
て
か
ら
、
廷
尉
に
付
す
と
い
う
詔
が
下
さ
れ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
　
さ
ら
に
、
『
南
斉
書
』
巻
四
四
徐
孝
嗣
伝
に
、
永
元
元
年
（
四
九
九
）
十
月
の
こ
と
と
し
て
、
　
　
冬
、
孝
嗣
を
召
し
華
林
省
に
入
れ
、
茄
法
珍
を
遣
は
し
て
藥
を
賜
は
し
む
。
孝
嗣
　
容
色
　
異
な
ら
ず
、
少
く
能
く
酒
を
飲
み
、
　
　
藥
　
斗
饒
に
至
り
、
方
め
て
卒
す
。
乃
ち
詔
を
下
し
て
曰
は
く
、
…
…
徐
孝
嗣
　
世
資
に
愚
籍
し
、
早
く
殊
遇
を
蒙
り
、
際
會
に
　
　
階
縁
し
、
遂
に
台
鉱
に
登
る
。
匡
翼
の
誠
　
聞
こ
ゆ
る
無
く
、
譜
顯
の
　
　
屡
々
著
は
る
。
沈
文
季
　
門
世
原
閾
　
　
冬
、
召
孝
嗣
入
華
林
省
、
遣
茄
法
珍
賜
藥
。
孝
嗣
容
色
不
異
、
少
能
飲
酒
、
藥
至
斗
飴
、
方
卒
。
乃
下
詔
日
、
…
…
徐
孝
嗣
愚
籍
　
　
世
資
、
早
蒙
殊
遇
、
階
縁
際
會
、
遂
登
台
鉱
。
匡
翼
之
誠
無
聞
、
譜
顯
之
　
屡
著
。
沈
文
季
門
世
原
閾
と
あ
り
、
南
斉
東
昏
侯
の
と
き
、
尚
書
令
で
あ
っ
た
徐
孝
嗣
が
華
林
園
の
客
省
で
自
殺
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
、
そ
の
際
、
使
者
と
し
て
彼
の
も
と
に
自
殺
に
用
い
る
毒
薬
を
も
た
ら
し
た
の
が
茄
法
珍
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
徐
孝
嗣
伝
の
最
後
に
は
当
時
、
尚
書
左
僕
射
で
あ
っ
た
沈
文
季
に
関
す
る
記
事
が
「
原
閾
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
先
に
み
た
苑
曄
ら
の
事
例
か
ら
こ
の
部
分
に
は
「
付
廷
尉
」
と
い
う
語
が
存
在
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
『
南
斉
書
』
巻
四
四
沈
文
季
伝
に
、
そ
の
沈
文
季
に
つ
い
て
、
　
　
孝
嗣
と
同
じ
く
害
せ
ら
る
。
其
の
日
　
先
づ
召
見
せ
ら
れ
、
文
季
　
敗
る
る
を
知
る
も
、
墨
動
　
常
の
如
く
、
車
に
登
り
顧
み
て
　
　
曰
は
く
、
此
の
行
　
恐
ら
く
は
往
き
て
反
ら
ざ
る
な
り
、
と
。
華
林
省
に
於
い
て
死
す
、
時
に
年
五
十
八
な
り
。
　
　
同
孝
嗣
被
害
。
其
日
先
被
召
見
、
文
季
知
敗
、
基
動
如
常
、
登
車
顧
日
、
此
行
恐
往
而
不
反
也
。
於
華
林
省
死
、
時
年
五
十
八
。
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と
あ
り
、
彼
が
徐
孝
嗣
と
と
も
に
殺
害
さ
れ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
『
南
斉
書
』
巻
四
四
沈
昭
略
伝
に
、
そ
の
甥
で
侍
中
で
あ
っ
た
沈
昭
略
に
つ
い
て
、
　
　
永
元
元
年
、
始
安
王
遙
光
　
東
府
に
起
兵
せ
し
と
き
、
昭
略
を
城
内
に
執
へ
ん
と
す
。
昭
略
　
潜
か
に
南
よ
り
出
で
、
准
を
濟
り
　
　
墓
に
還
る
。
是
に
至
り
文
季
と
倶
に
召
さ
れ
て
華
林
省
に
入
る
。
茄
法
珍
等
　
藥
酒
を
進
み
、
…
…
死
す
、
時
に
年
四
十
飴
な
り
。
　
　
永
元
元
年
、
始
安
王
遙
光
起
兵
東
府
、
執
昭
略
於
城
内
。
昭
略
漕
自
南
出
、
濟
准
還
毫
。
至
是
與
文
季
倶
被
召
入
華
林
省
。
茄
法
　
　
珍
等
進
藥
酒
、
…
…
死
、
時
年
四
十
飴
。
と
あ
り
、
沈
昭
略
が
華
林
園
の
客
省
に
召
さ
れ
、
徐
孝
嗣
と
同
じ
く
使
者
の
茄
法
珍
が
も
た
ら
し
た
毒
薬
に
よ
っ
て
自
殺
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
史
料
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
と
き
叔
父
の
沈
文
季
も
沈
昭
略
と
と
も
に
華
林
省
に
召
さ
れ
殺
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
死
に
は
や
は
り
茄
法
珍
が
関
わ
っ
て
い
た
と
さ
れ
よ
う
。
　
右
よ
り
、
劉
宋
．
南
斉
に
お
い
て
は
遊
宴
を
通
じ
大
臣
を
は
じ
め
と
す
る
士
人
層
に
優
遇
を
あ
ら
わ
す
の
み
で
な
く
、
「
詔
獄
」
に
よ
っ
て
彼
ら
を
牽
制
し
帝
権
に
従
わ
せ
る
場
と
し
て
華
林
園
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
節
で
は
、
こ
の
華
林
園
が
寒
人
層
を
中
心
と
す
る
親
衛
軍
の
主
な
活
動
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
う
し
た
軍
事
的
機
能
を
も
つ
が
故
に
同
園
が
再
審
判
の
場
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
前
掲
の
徐
孝
嗣
伝
、
沈
昭
略
伝
に
で
て
き
た
茄
法
珍
と
い
う
人
物
を
手
が
か
り
に
検
討
し
て
み
た
い
。
第
二
節
　
華
林
園
の
軍
事
的
機
能
さ
て
、
『
南
史
』
巻
七
七
茄
法
珍
伝
に
、
先
述
し
た
茄
法
珍
に
つ
い
て
、
　
茄
法
珍
、
會
稽
の
人
、
梅
轟
見
、
呉
興
の
人
。
齊
東
昏
の
時
　
並
び
に
制
局
監
と
爲
り
、
F川東晋南朝の建康における華林園について
倶
に
愛
幸
せ
ら
る
。
江
柘
・
始
安
王
遙
　
4
1
　
　
光
等
諌
せ
ら
れ
て
よ
り
後
、
左
右
の
慮
敷
・
捉
刀
の
徒
並
び
に
國
命
を
專
ら
に
す
る
に
及
び
、
人
間
之
を
刀
敷
と
謂
ひ
、
　
　
灌
　
人
主
を
奪
ふ
。
　
　
茄
法
珍
、
會
稽
人
、
梅
轟
見
、
呉
興
人
。
齊
東
昏
時
並
爲
制
局
監
、
倶
見
愛
幸
。
自
江
柘
・
始
安
王
遙
光
等
謙
後
、
及
左
右
鷹
敷
・
　
　
捉
刀
之
徒
並
專
國
命
、
人
間
謂
之
刀
救
、
灌
奪
人
主
。
と
あ
り
、
前
節
に
み
た
「
詔
獄
」
に
お
い
て
皇
帝
と
大
臣
の
間
に
使
者
と
し
て
介
在
し
た
茄
法
珍
が
制
局
監
と
よ
ば
れ
る
官
に
つ
い
て
い
た
こ
と
、
東
昏
侯
に
よ
っ
て
江
柘
・
始
安
王
遙
光
ら
が
謙
殺
さ
れ
た
後
、
応
勅
・
「
捉
刀
」
と
よ
ば
れ
る
帝
の
左
右
が
非
常
に
権
力
を
も
っ
た
こ
と
な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
史
料
中
の
制
局
監
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
劉
宋
孝
武
帝
期
以
降
、
士
人
層
が
つ
く
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
軍
の
長
た
る
領
軍
将
軍
に
対
し
、
寒
人
層
が
こ
の
武
官
に
つ
き
領
軍
将
軍
の
正
常
な
機
能
発
揮
を
妨
げ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
ま
た
、
『
魏
書
』
巻
九
八
島
夷
薫
道
成
伝
に
は
、
右
と
同
様
の
記
事
を
載
せ
て
、
　
　
寳
巻
　
便
ち
自
ら
志
を
得
る
や
、
忌
揮
す
る
所
無
く
、
日
日
　
出
遊
す
。
愛
幸
せ
る
茄
法
珍
・
梅
虫
児
等
及
び
左
右
の
鷹
救
・
捉
　
　
御
刀
の
徒
並
び
に
國
命
を
專
ら
に
し
、
民
間
之
を
刀
救
と
謂
ふ
。
　
　
寳
巻
便
自
得
志
、
無
所
忌
揮
、
日
日
出
遊
。
愛
幸
茄
法
珍
・
梅
虫
見
等
及
左
右
磨
救
・
捉
御
刀
之
徒
並
専
國
命
、
民
間
謂
之
刀
救
。
と
あ
り
、
茄
法
珍
伝
の
「
捉
刀
」
を
「
捉
御
刀
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
捉
刀
」
、
「
捉
御
刀
」
は
、
そ
の
語
義
お
よ
び
「
左
右
」
の
語
と
の
結
び
つ
き
か
ら
、
武
器
を
携
え
皇
帝
の
側
に
侍
る
兵
士
の
形
容
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
さ
ら
に
、
『
広
弘
明
集
』
巻
二
九
に
引
く
梁
武
帝
「
浄
業
賦
」
に
、
東
昏
侯
の
と
き
の
こ
と
と
し
て
、
　
　
（
珍
）
　
　
御
刀
．
鷹
勅
の
梅
轟
見
．
茄
法
珍
．
箭
璽
韻
・
豊
勇
之
、
是
れ
等
の
如
き
多
輩
、
誌
公
の
所
謂
　
齪
り
に
頭
を
戴
く
者
な
り
。
　
　
御
刀
・
磨
勅
梅
轟
児
・
茄
法
珍
・
箭
籔
韻
・
豊
勇
之
、
如
是
等
多
輩
、
誌
公
所
謂
齪
戴
頭
者
也
。
と
あ
り
、
「
御
刀
」
と
い
う
語
が
「
捉
刀
」
、
「
捉
御
刀
」
と
同
様
に
応
勅
と
並
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
こ
の
三
者
は
同
じ
存
在
で
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あ
っ
た
と
さ
れ
よ
う
。
以
下
で
は
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
「
御
刀
」
と
よ
ぶ
が
、
右
の
史
料
で
そ
の
代
表
的
人
物
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
茄
法
珍
が
本
伝
に
よ
れ
ば
寒
人
層
の
つ
く
制
局
監
に
就
官
し
て
い
る
こ
と
、
「
御
刀
」
が
武
器
を
携
え
皇
帝
の
側
に
侍
る
兵
士
の
形
容
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
彼
ら
は
寒
人
層
を
中
心
と
す
る
親
衛
軍
的
存
在
で
あ
っ
た
と
し
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
さ
て
、
『
梁
書
』
巻
一
〇
楊
公
則
伝
に
、
南
斉
末
、
薫
術
（
の
ち
の
梁
武
帝
）
の
軍
隊
が
建
康
宮
城
を
攻
め
た
と
き
の
こ
と
を
載
せ
て
、　
　
郵
城
　
平
ら
ぐ
や
、
高
祖
　
衆
軍
に
命
じ
即
日
　
倶
に
下
ら
し
む
。
公
則
　
命
を
受
け
先
騙
し
、
脛
ち
に
柴
桑
を
掩
ふ
。
江
州
　
　
既
に
定
ま
る
や
、
施
を
連
ね
て
東
下
し
、
直
ち
に
京
邑
に
造
る
。
公
則
　
號
令
　
嚴
明
に
し
て
、
秋
毫
も
犯
さ
ず
、
所
在
　
頼
ら
　
　
ざ
る
は
莫
き
な
り
。
大
軍
　
新
林
に
至
る
や
、
公
則
　
越
城
よ
り
移
り
領
軍
府
墨
の
北
縷
に
屯
し
て
、
南
抜
門
と
相
封
す
。
　
　
郭
城
平
、
高
祖
命
衆
軍
即
日
倶
下
。
公
則
受
命
先
騙
、
脛
掩
柴
桑
。
江
州
既
定
、
連
旋
東
下
、
直
造
京
邑
。
公
則
號
令
嚴
明
、
秋
　
　
毫
不
犯
、
所
在
莫
不
頼
焉
。
大
軍
至
新
林
、
公
則
自
越
城
移
屯
領
軍
府
墾
北
櫻
、
與
南
液
門
相
封
。
と
あ
り
、
領
軍
将
軍
の
軍
府
が
宮
城
の
南
に
位
置
す
る
南
液
門
と
対
峙
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
宋
斉
建
康
宮
城
図
参
照
）
。
そ
の
一
方
で
前
節
に
み
た
よ
う
に
、
茄
法
珍
が
華
林
園
の
「
詔
獄
」
に
お
い
て
皇
帝
と
大
臣
の
間
に
介
在
し
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
み
た
際
、
制
局
監
を
は
じ
め
と
す
る
「
御
刀
」
の
主
な
活
動
拠
点
が
華
林
園
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
い
ま
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
　
『
南
斉
書
』
巻
二
二
予
章
王
鰹
伝
に
、
永
明
二
年
（
四
八
四
）
に
お
け
る
予
章
王
疑
の
上
啓
を
載
せ
て
、
　
　
侍
宴
を
違
遠
し
、
將
に
一
紀
を
喩
え
ん
と
し
て
、
憂
苦
す
る
こ
と
之
を
聞
く
す
る
に
、
始
め
て
開
顔
す
る
を
得
。
近
く
頻
り
に
侍
　
　
座
し
、
悲
喜
す
る
に
勝
へ
ず
。
…
…
比
日
　
禁
断
　
整
密
な
る
は
、
此
れ
自
か
ら
常
理
な
り
。
外
聲
に
乃
ち
、
臣
　
華
林
に
在
り
、
　
　
輯
ち
御
刀
を
捉
え
て
よ
り
、
此
に
因
り
て
更
に
嚴
し
と
云
ふ
。
情
を
度
り
理
を
推
す
に
、
必
ず
容
に
爾
す
べ
か
ら
ず
、
爲
に
復
た
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上
啓
し
て
知
ら
し
む
る
の
み
。
　
　
違
遠
侍
宴
、
將
喩
一
紀
、
憂
苦
閲
之
、
　
　
始
得
開
顔
。
近
頻
侍
座
、
不
勝
悲
喜
。
　
　
…
…
比
日
禁
断
整
密
、
此
自
常
理
。
　
　
外
聲
乃
云
、
起
臣
在
華
林
、
軌
捉
御
　
　
刀
、
因
此
更
嚴
。
度
情
推
理
、
必
不
　
　
容
爾
、
爲
復
上
啓
知
耳
。
と
あ
り
、
南
斉
武
帝
の
と
き
予
章
王
鍵
が
華
林
園
に
侍
宴
し
「
御
刀
」
を
と
ら
え
て
よ
り
帝
の
警
護
が
さ
ら
に
厳
重
に
な
っ
た
と
い
う
外
聞
が
存
在
し
た
こ
と
、
そ
う
し
た
外
聞
に
対
し
、
王
が
人
情
と
道
理
か
ら
し
て
あ
り
得
な
い
と
反
論
し
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
史
料
か
ら
、
「
御
刀
」
は
華
林
園
で
警
護
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
ま
た
、
先
に
一
部
引
用
し
た
「
浄
業
賦
」
に
、
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御
刀
．
鷹
勅
の
梅
轟
鬼
・
茄
法
珍
・
命
簸
韻
・
豊
勇
之
、
是
れ
等
の
如
き
多
輩
、
誌
公
の
所
謂
　
齪
り
に
頭
を
戴
く
者
な
り
。
誌
　
　
公
と
は
是
れ
沙
門
寳
誌
に
し
て
、
形
服
　
定
ま
ら
ず
、
示
見
　
方
無
し
。
時
に
群
小
　
其
の
神
異
を
疑
ひ
、
乃
ち
之
を
華
林
外
閤
　
　
に
羅
ぐ
。
　
　
御
刀
．
慮
勅
梅
轟
見
・
茄
法
珍
・
命
験
韻
・
豊
勇
之
、
如
是
等
多
輩
、
誌
公
所
謂
齪
戴
頭
者
也
。
誌
公
者
是
沙
門
寳
誌
、
形
服
不
　
　
定
、
示
見
無
方
。
干
時
群
小
疑
其
神
異
、
乃
羅
之
華
林
外
閤
。
と
あ
り
、
制
局
監
で
あ
る
茄
法
珍
ら
「
御
刀
」
が
仏
僧
で
あ
る
宝
誌
の
神
異
を
疑
い
、
彼
を
華
林
園
の
外
閤
に
拘
留
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
他
の
場
所
で
な
く
、
な
ぜ
華
林
園
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
か
ら
み
た
際
、
「
浄
業
賦
」
の
記
事
は
制
局
監
を
は
じ
め
と
す
る
「
御
刀
」
の
主
な
活
動
拠
点
が
華
林
園
で
あ
っ
た
と
す
る
先
の
想
定
を
支
え
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。
　
さ
ら
に
、
『
南
史
』
巻
五
斉
本
紀
下
に
、
薫
街
が
建
康
を
攻
あ
ん
と
し
た
と
き
の
こ
と
を
載
せ
て
、
　
　
還
た
御
刀
左
右
及
び
六
宮
と
華
光
殿
に
於
い
て
軍
畢
を
立
て
、
金
玉
を
以
て
鎧
伎
を
爲
り
、
親
自
ら
陣
に
臨
み
、
被
創
の
勢
を
詐
　
　
り
、
板
を
以
て
掴
げ
し
め
將
に
去
ら
ん
と
し
、
此
を
以
て
厭
勝
と
す
。
　
　
還
與
御
刀
左
右
及
六
宮
於
華
光
殿
立
軍
墨
、
以
金
玉
爲
鎧
伎
、
親
自
臨
陣
、
詐
被
創
勢
、
以
板
掴
將
去
、
以
此
厭
勝
。
と
あ
り
、
そ
の
際
、
東
昏
侯
が
「
御
刀
」
ら
と
と
も
に
華
林
園
の
華
光
殿
に
軍
塁
を
築
き
、
厭
勝
の
た
め
の
儀
礼
を
行
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
か
り
に
制
局
監
ら
「
御
刀
」
が
華
林
園
と
全
く
関
係
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
彼
ら
が
同
園
で
こ
う
し
た
軍
塁
の
建
造
を
担
当
す
る
こ
と
は
ま
ず
考
え
難
い
で
あ
ろ
う
。
　
右
よ
り
、
華
林
園
は
制
局
監
を
は
じ
め
と
し
た
「
御
刀
」
と
よ
ば
れ
る
親
衛
軍
の
主
な
活
動
拠
点
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
な
お
、
制
局
監
の
動
き
は
劉
宋
孝
武
帝
期
以
降
、
顕
著
に
な
る
が
、
そ
れ
よ
り
前
に
こ
れ
と
同
様
の
性
格
を
有
し
た
武
官
に
殿
中
将
軍
が
存
在
し
た
。
『
宋
書
』
巻
六
九
萢
曄
伝
に
、
前
節
に
み
た
萢
曄
と
と
も
に
処
刑
さ
れ
た
孔
煕
先
に
つ
い
て
、
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上
復
た
問
は
し
め
て
曰
は
く
、
煕
先
近
く
華
林
門
の
外
に
在
り
、
寧
ん
ぞ
之
に
面
辮
せ
ん
と
欲
す
る
か
、
と
。
曄
僻
窮
し
　
　
て
、
乃
ち
日
は
く
、
煕
先
　
苛
に
臣
を
謳
引
す
、
臣
　
當
に
如
何
に
す
べ
け
ん
や
、
と
。
煕
先
　
曄
の
服
せ
ざ
る
を
聞
き
、
笑
ひ
　
　
て
殿
中
將
軍
沈
郡
之
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、
凡
そ
諸
々
の
虞
分
、
符
激
書
疏
、
皆
な
萢
曄
の
造
り
及
び
治
定
す
る
所
な
り
。
云
何
ぞ
　
　
今
に
於
い
て
方
に
此
の
如
き
抵
賜
を
作
さ
ん
や
、
と
。
　
　
上
復
遣
問
日
、
煕
先
近
在
華
林
門
外
、
寧
欲
面
辮
之
乎
。
曄
僻
窮
、
乃
日
、
煕
先
萄
謳
引
臣
、
臣
當
如
何
。
煕
先
聞
曄
不
服
、
笑
　
　
謂
殿
中
將
軍
沈
郡
之
日
、
凡
諸
庭
分
、
符
傲
書
疏
、
皆
萢
曄
所
造
及
治
定
。
云
何
於
今
方
作
如
此
抵
賜
邪
。
と
あ
り
、
彼
が
華
林
園
で
「
詔
獄
」
が
な
さ
れ
た
際
、
殿
中
将
軍
に
供
述
を
行
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
の
殿
中
将
軍
に
つ
い
て
は
、
『
宋
書
』
巻
四
〇
百
官
志
下
、
殿
中
将
軍
の
条
に
、
　
　
殿
中
將
軍
・
殿
中
司
馬
督
。
告
武
帝
の
時
、
殿
内
の
宿
衛
、
號
し
て
三
部
司
馬
と
日
ひ
、
此
の
二
官
を
置
き
、
左
右
二
衛
に
分
隷
　
　
せ
し
む
。
江
右
の
初
め
、
員
十
人
。
朝
會
宴
饗
あ
れ
ば
、
則
ち
將
軍
戎
服
し
、
左
右
に
直
侍
す
。
夜
に
城
の
諸
門
を
開
け
ば
、
則
　
　
ち
白
虎
幡
を
執
り
て
之
を
監
す
。
奮
孝
武
の
太
元
中
、
選
を
改
め
、
門
閥
を
以
て
之
に
居
ら
し
む
。
宋
高
祖
の
永
初
の
初
め
、
増
　
　
し
て
二
十
人
と
爲
す
。
其
の
後
　
員
を
過
ぐ
る
者
、
之
を
殿
中
員
外
將
軍
・
員
外
司
馬
督
と
謂
ふ
。
其
の
後
　
並
び
に
復
た
員
無
　
　
し
。
　
　
殿
中
將
軍
・
殿
中
司
馬
督
。
巫
日
武
帝
時
、
殿
内
宿
衛
、
號
日
三
部
司
馬
、
置
此
二
官
、
分
隷
左
右
二
衛
。
江
右
初
、
員
十
人
。
朝
　
　
會
宴
饗
、
則
將
軍
戎
服
、
直
侍
左
右
。
夜
開
城
諸
門
、
則
執
白
虎
幡
監
之
。
留
孝
武
太
元
中
、
改
選
、
以
門
閥
居
之
。
宋
高
祖
永
　
　
初
初
、
増
爲
二
十
人
。
其
後
過
員
者
、
謂
之
殿
中
員
外
將
軍
・
員
外
司
馬
督
。
其
後
並
無
復
員
。
と
あ
り
、
晋
代
に
お
け
る
遊
宴
の
際
、
帝
の
左
右
に
侍
し
て
警
護
を
つ
と
め
る
武
官
で
あ
っ
た
こ
と
、
華
林
園
を
増
築
し
た
東
晋
孝
武
帝
期
か
ら
劉
宋
期
に
至
る
過
程
で
改
選
・
増
員
が
な
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
東
晋
孝
武
帝
期
以
後
、
華
林
園
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で
遊
宴
が
行
わ
れ
る
に
つ
れ
、
そ
の
警
護
に
あ
た
る
殿
中
将
軍
の
存
在
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。　
さ
ら
に
、
『
晋
書
』
巻
七
三
庚
亮
伝
に
、
成
帝
の
と
き
庚
亮
が
郡
豊
に
与
え
た
陵
を
載
せ
て
、
　
　
主
上
　
八
．
九
歳
よ
り
以
て
成
人
に
及
ぶ
ま
で
、
入
れ
ば
則
ち
宮
人
の
手
に
在
り
、
出
つ
れ
ば
則
ち
唯
だ
武
官
小
人
あ
る
の
み
に
　
　
し
て
、
讃
書
　
音
句
を
受
く
る
に
從
る
無
く
、
顧
問
　
未
だ
嘗
て
君
子
に
遇
は
ず
。
侍
臣
　
俊
士
に
非
ず
と
難
も
、
皆
な
時
の
良
　
　
な
り
て
、
今
古
の
顧
問
を
知
る
。
豊
に
殿
中
將
軍
・
司
馬
督
と
年
を
同
じ
く
し
て
語
ら
ん
や
。
　
　
主
上
自
八
．
九
歳
以
及
成
人
、
入
則
在
宮
人
之
手
、
出
則
唯
武
官
小
人
、
讃
書
無
從
受
音
句
、
顧
問
未
嘗
遇
君
子
。
侍
臣
錐
非
俊
　
　
士
、
皆
時
之
良
也
、
知
今
古
顧
問
。
豊
與
殿
中
將
軍
・
司
馬
督
同
年
而
語
哉
。
と
あ
り
、
東
晋
に
お
い
て
殿
中
将
軍
が
帝
の
顧
問
応
対
を
務
め
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
は
「
武
官
小
人
」
の
専
権
と
し
て
非
難
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
先
の
茄
法
珍
伝
に
「
專
國
命
」
と
称
さ
れ
た
制
局
監
と
同
様
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
殿
中
将
軍
の
も
つ
性
格
は
華
林
園
の
増
築
、
帝
権
強
化
の
動
き
な
ど
と
相
ま
っ
て
、
劉
宋
孝
武
帝
期
に
至
る
過
程
で
制
局
監
を
中
心
と
す
る
も
の
へ
変
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
　
江
南
政
権
に
お
い
て
は
通
常
、
官
僚
を
弾
劾
す
る
際
、
御
史
中
丞
、
尚
書
左
丞
に
よ
る
手
続
き
を
へ
て
い
た
。
し
か
し
、
諸
王
・
大
臣
に
よ
る
専
権
が
な
さ
れ
た
場
合
、
こ
う
し
た
手
続
き
を
経
て
い
る
間
に
情
報
の
漏
洩
ひ
い
て
は
彼
ら
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
が
生
じ
る
危
険
性
が
あ
っ
た
。
華
林
園
の
「
詔
獄
」
は
そ
う
し
た
事
態
を
未
然
に
防
ぐ
べ
く
、
寒
人
層
で
あ
る
制
局
監
ら
「
御
刀
」
の
存
在
を
背
景
に
帝
権
を
安
定
さ
せ
る
狙
い
も
あ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
で
は
、
華
林
園
が
こ
う
し
た
親
衛
軍
の
存
在
す
る
軍
事
関
連
の
場
で
あ
っ
た
と
い
う
点
か
ら
み
た
際
、
同
園
で
大
獄
・
獄
囚
に
関
わ
る
再
審
判
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
こ
の
点
に
つ
い
て
、
宋
斉
時
代
の
裁
判
案
件
と
P川東晋南朝の建康における華林園にっいて47
軍
事
と
の
関
係
を
手
が
か
り
に
み
て
み
よ
う
。
　
『
宋
書
』
巻
三
武
帝
紀
下
に
、
永
初
元
年
（
四
二
〇
）
七
月
壬
子
の
詔
を
載
せ
て
、
　
　
往
に
軍
國
の
務
め
股
く
、
事
に
灌
制
有
り
、
劫
科
　
峻
重
た
る
こ
と
、
之
を
一
時
に
施
す
。
今
ま
王
道
　
惟
れ
新
に
し
て
、
政
和
　
　
法
簡
な
れ
ば
、
一
に
之
を
除
き
、
還
た
藷
條
に
遵
ふ
べ
し
。
　
　
往
者
軍
國
務
股
、
事
有
椹
制
、
劫
科
峻
重
、
施
之
一
時
。
今
王
道
惟
新
、
政
和
法
簡
、
可
一
除
之
、
還
遵
奮
條
。
と
あ
り
、
『
宋
書
』
巻
八
五
謝
荘
伝
に
、
大
明
元
年
（
四
五
七
）
に
お
け
る
都
官
尚
書
の
謝
荘
に
よ
る
上
奏
を
載
せ
て
、
　
　
陛
下
践
位
す
る
や
、
親
ら
聴
訟
に
臨
み
、
億
兆
相
ひ
賀
し
て
、
以
爲
ら
く
冤
民
無
き
な
り
、
と
。
而
る
に
比
ご
ろ
囹
圏
未
　
　
だ
虚
し
か
ら
ず
、
頒
聲
尚
ほ
鉄
く
。
臣
霧
か
に
謂
へ
ら
く
五
聴
の
慈
、
宰
物
に
宣
び
ず
、
三
宥
の
澤
、
未
だ
民
謡
に
袷
か
ら
　
　
ず
。
頃
年
　
軍
旅
の
鯨
弊
も
て
、
劫
掠
　
猶
ほ
繁
く
、
監
司
の
討
獲
、
多
く
其
の
實
に
非
ず
。
或
ひ
と
身
の
答
を
免
る
る
を
規
り
、
　
　
國
患
を
慮
ら
ず
、
楚
封
の
下
、
謳
濫
せ
ざ
る
こ
と
鮮
し
。
身
　
鉄
鑛
の
謙
に
遭
ひ
、
家
　
學
鐵
の
痛
に
嬰
れ
、
比
伍
同
閑
、
罪
に
　
　
及
ば
ざ
る
は
莫
し
。
是
れ
則
ち
一
人
の
罰
謬
、
坐
す
る
者
敷
十
な
り
。
…
…
臣
近
ご
ろ
兼
訊
し
、
重
囚
八
人
に
見
え
、
其
の
初
　
　
め
を
旋
観
す
る
に
、
死
に
齢
罪
有
る
も
、
其
の
理
を
詳
察
す
れ
ば
、
實
に
並
び
に
事
無
し
。
恐
ら
く
は
此
等
　
少
か
ら
ず
、
誠
に
　
　
慌
場
す
べ
き
な
り
。
　
　
陛
下
践
位
、
親
臨
聴
訟
、
億
兆
相
賀
、
以
爲
無
冤
民
　
。
而
比
囹
圏
未
虚
、
頒
聲
尚
映
。
臣
窟
謂
五
聴
之
慈
、
弗
宣
於
宰
物
、
三
　
　
宥
之
澤
、
未
治
於
民
謡
。
頃
年
軍
旅
鯨
弊
、
劫
掠
猶
繁
、
監
司
討
獲
、
多
非
其
實
。
或
規
免
身
瞥
、
不
慮
國
患
、
楚
封
之
下
、
鮮
　
　
不
謳
濫
。
身
遭
鉄
鑛
之
謙
、
家
嬰
學
数
之
痛
、
比
伍
同
閏
、
莫
不
及
罪
。
是
則
一
人
罰
謬
、
坐
者
敷
十
。
…
…
臣
近
兼
訊
、
見
重
　
　
囚
八
人
、
旋
観
其
初
、
死
有
鯨
罪
、
詳
察
其
理
、
實
並
無
睾
。
恐
此
等
不
少
、
誠
可
慌
場
也
。
と
あ
っ
て
、
史
料
中
の
「
劫
」
と
は
威
力
を
も
っ
て
奪
う
強
盗
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
の
記
事
を
み
た
際
、
江
南
政
権
で
は
劉
宋
武
帝
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よ
り
前
か
ら
「
劫
」
に
よ
り
罪
人
と
さ
れ
る
者
が
軍
事
と
の
関
連
で
非
常
に
多
か
っ
た
点
、
そ
れ
に
対
し
、
皇
帝
や
都
官
尚
書
が
刑
罰
の
減
免
を
行
お
う
と
し
て
い
た
点
な
ど
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
『
宋
書
』
巻
六
六
何
尚
之
伝
に
、
　
　
義
煕
五
年
、
呉
興
武
康
縣
の
民
　
王
延
祖
　
劫
を
爲
し
、
父
睦
　
以
て
官
に
告
ぐ
。
新
制
、
凡
そ
劫
身
　
斬
刑
に
し
て
、
家
人
　
　
棄
市
た
り
。
　
　
義
煕
五
年
、
呉
興
武
康
縣
民
王
延
祖
爲
劫
、
父
睦
以
告
官
。
新
制
、
凡
劫
身
斬
刑
、
家
人
棄
市
。
と
あ
り
、
「
劫
」
に
対
す
る
刑
罰
が
義
煕
五
年
（
四
〇
九
）
の
段
階
で
「
凡
そ
劫
身
　
斬
刑
に
し
て
、
家
人
　
棄
市
た
り
。
」
と
い
う
よ
う
に
非
常
に
重
く
、
か
つ
連
座
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
先
に
み
た
謝
荘
伝
に
「
身
　
鉄
鑛
の
諜
に
遭
ひ
、
家
學
鐵
の
痛
に
嬰
れ
、
比
伍
同
閑
、
罪
に
及
ば
ざ
る
は
莫
し
。
」
と
あ
る
の
は
、
右
の
ご
と
き
厳
罰
の
規
定
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
誇
張
は
あ
る
に
せ
よ
、
劉
宋
に
お
い
て
こ
う
し
た
軍
事
に
関
わ
る
「
劫
」
に
よ
り
大
獄
の
対
象
お
よ
び
獄
囚
と
な
る
者
が
、
非
常
に
多
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
つ
づ
く
南
斉
時
代
に
つ
い
て
は
、
左
表
に
あ
る
よ
う
に
「
劫
賊
の
齢
口
」
が
即
位
・
改
元
の
際
、
原
放
さ
れ
た
記
事
が
存
在
す
る
。
　
南
斉
時
代
に
お
け
る
「
劫
賊
の
鯨
口
」
の
原
放
時
　
　
期
記
　
　
事
出
　
　
典
建
元
元
年
（
四
七
九
）
四
月
1
劫
賊
鯨
口
没
在
墓
府
者
、
悉
原
放
。
『
南
斉
書
』
巻
二
高
帝
紀
下
、
同
月
の
詔
永
明
元
年
（
四
八
三
）
三
月
戊
寅
ー
劫
賊
饒
口
・
長
徒
勅
繋
、
悉
原
赦
。
『
南
斉
書
』
巻
三
武
帝
紀
、
同
日
の
詔
建
武
元
年
（
四
九
四
）
十
月
癸
亥
1
劫
賊
絵
口
在
皇
府
者
、
可
悉
原
放
。
『
文
館
詞
林
』
巻
六
六
八
南
斉
明
帝
即
位
改
元
大
赦
詔
F川東晋南朝の建康における華林園について
先
の
劉
宋
期
の
事
例
を
踏
ま
え
た
際
、
こ
れ
は
南
斉
に
お
い
て
も
華
北
を
統
一
し
た
北
魏
と
対
峙
す
る
な
か
で
、
「
劫
」
に
よ
る
連
　
4
9
座
の
及
ん
だ
「
齢
口
」
が
、
即
位
・
改
元
時
の
詔
に
そ
の
原
放
が
記
さ
れ
る
ほ
ど
多
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
さ
れ
よ
う
。
　
江
南
政
権
の
軍
事
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
東
晋
で
は
僑
民
を
主
体
と
す
る
兵
戸
、
白
籍
戸
が
兵
力
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
で
に
浜
口
重
国
、
安
田
二
郎
両
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
僑
民
の
な
か
に
は
東
晋
後
半
ご
ろ
か
ら
そ
の
土
着
化
に
と
も
な
い
、
建
康
を
天
下
の
中
心
と
考
え
る
者
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
は
北
魏
の
華
北
統
一
、
元
嘉
二
十
七
年
（
四
五
〇
）
の
北
伐
失
敗
に
よ
り
中
原
恢
復
の
可
能
性
は
極
め
て
低
く
な
っ
た
。
　
こ
う
し
た
僑
民
を
め
ぐ
る
変
化
と
兵
制
の
展
開
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
従
来
、
明
確
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
筆
者
は
か
つ
て
東
晋
後
半
か
ら
劉
宋
孝
武
帝
期
に
か
け
て
五
等
爵
・
民
爵
の
賜
与
を
通
じ
た
軍
事
動
員
が
施
行
さ
れ
、
僑
民
に
く
わ
え
新
た
に
江
南
の
土
着
民
も
軍
事
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
の
結
果
、
兵
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
と
い
う
点
か
ら
み
た
際
、
江
南
に
立
脚
し
た
体
制
が
構
築
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
　
右
の
私
見
が
当
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
先
述
し
た
劉
宋
・
南
斉
の
詔
、
都
官
尚
書
の
上
奏
は
こ
う
し
た
新
た
な
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
く
に
つ
れ
、
軍
事
に
関
わ
る
「
劫
」
に
よ
り
大
獄
の
対
象
お
よ
び
獄
囚
と
な
る
者
が
、
非
常
に
増
加
し
た
こ
と
を
受
け
て
出
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
よ
う
。
宋
斉
時
代
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
華
林
園
の
再
審
判
が
、
か
か
る
「
劫
」
の
罪
の
減
刑
を
述
べ
る
詔
．
上
奏
と
ま
っ
た
く
無
関
係
で
あ
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
劉
宋
・
南
斉
は
そ
う
し
た
罪
の
再
審
判
に
相
応
し
い
軍
事
関
連
の
場
と
し
て
、
ま
ず
親
衛
軍
の
存
在
す
る
華
林
園
を
、
の
ち
に
軍
礼
・
軍
事
と
関
わ
る
閲
武
堂
．
中
堂
を
も
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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お
わ
り
に
　
右
で
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
　
①
劉
宋
・
南
斉
の
華
林
園
は
遊
宴
を
通
じ
大
臣
を
は
じ
め
と
す
る
士
人
層
に
優
遇
を
あ
ら
わ
す
の
み
で
な
く
、
皇
帝
に
よ
る
勅
命
刑
獄
す
な
わ
ち
「
詔
獄
」
に
よ
っ
て
彼
ら
を
牽
制
し
帝
権
に
従
わ
せ
る
場
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
　
②
江
南
政
権
に
お
い
て
は
通
常
、
官
僚
を
弾
劾
す
る
際
、
御
史
中
丞
、
尚
書
左
丞
に
よ
る
手
続
き
を
へ
て
い
た
。
し
か
し
、
諸
王
・
大
臣
に
よ
る
専
権
が
な
さ
れ
た
場
合
、
こ
う
し
た
手
続
き
を
経
て
い
る
間
に
情
報
の
漏
洩
ひ
い
て
は
彼
ら
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
が
生
じ
る
危
険
性
が
あ
っ
た
。
華
林
園
の
「
詔
獄
」
は
そ
う
し
た
事
態
を
未
然
に
防
ぐ
べ
く
、
寒
人
層
で
あ
る
制
局
監
ら
「
御
刀
」
の
存
在
を
背
景
に
帝
権
を
安
定
さ
せ
る
狙
い
も
あ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
③
東
晋
孝
武
帝
期
以
後
、
華
林
園
で
遊
宴
が
行
わ
れ
る
に
つ
れ
、
そ
の
警
護
に
あ
た
る
殿
中
将
軍
の
存
在
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
殿
中
将
軍
の
も
つ
性
格
は
華
林
園
の
増
築
、
帝
権
強
化
の
動
き
な
ど
と
相
ま
っ
て
、
劉
宋
孝
武
帝
期
に
至
る
過
程
で
制
局
監
を
中
心
と
す
る
も
の
へ
変
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
④
東
晋
後
半
か
ら
劉
宋
孝
武
帝
期
に
か
け
て
、
僑
民
に
く
わ
え
新
た
に
江
南
の
土
着
民
も
軍
事
に
参
加
す
る
体
制
が
構
築
さ
れ
た
が
、
そ
の
結
果
、
「
劫
」
に
よ
り
大
獄
の
対
象
お
よ
び
獄
囚
と
な
る
者
が
非
常
に
増
加
し
た
。
劉
宋
・
南
斉
は
そ
う
し
た
罪
の
再
審
判
に
相
応
し
い
軍
事
関
連
の
場
と
し
て
、
ま
ず
親
衛
軍
の
存
在
す
る
華
林
園
を
、
の
ち
に
軍
礼
・
軍
事
と
関
わ
る
閲
武
堂
・
中
堂
を
も
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
東
晋
南
朝
は
き
わ
め
て
図
式
的
に
述
べ
れ
ば
、
建
国
当
初
の
中
原
恢
復
を
め
ざ
す
国
家
か
ら
、
劉
宋
孝
武
帝
期
に
至
る
過
程
で
僑
民
の
土
着
化
、
元
嘉
二
十
七
年
の
北
伐
失
敗
な
ど
に
よ
っ
て
、
江
南
に
立
脚
し
た
体
制
を
志
向
す
る
国
家
へ
と
質
的
に
変
貌
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
あ
東
晋
後
半
か
ら
劉
宋
孝
武
帝
期
に
江
南
政
権
の
お
か
れ
て
い
た
政
治
・
社
会
的
状
況
は
、
一
軍
事
制
度
、
一
行
政
区
を
改
変
す
る
と
い
っ
た
程
度
の
対
症
療
法
的
な
施
策
を
も
っ
て
し
て
は
い
か
ん
と
も
な
し
得
な
い
問
題
を
は
ら
ん
で
い
戸川東晋南朝の建康における華林園にっいて51
た
。
江
南
政
権
は
そ
の
改
革
の
た
だ
中
に
お
い
て
西
晋
の
都
で
あ
っ
た
洛
陽
に
代
わ
り
、
行
宮
の
地
た
る
建
康
を
新
た
な
天
下
の
中
心
に
す
る
べ
く
、
そ
の
大
規
模
な
増
築
を
断
行
し
て
い
る
。
こ
の
増
築
が
改
革
と
連
動
し
て
行
わ
れ
た
と
い
う
そ
の
こ
と
自
体
が
、
当
時
の
江
南
政
権
が
か
か
え
て
い
た
問
題
の
深
刻
さ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
皇
帝
が
そ
の
権
力
の
安
定
、
拡
大
を
目
指
す
こ
と
は
中
国
史
上
、
ど
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
原
恢
復
に
代
わ
る
新
た
な
国
家
の
結
集
点
を
模
索
し
て
い
た
江
南
政
権
で
は
、
と
り
わ
け
そ
の
安
定
、
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
華
林
園
の
「
詔
獄
」
が
単
な
る
大
臣
の
訊
問
・
謙
殺
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中
原
恢
復
に
代
わ
る
国
家
の
結
集
点
を
帝
権
強
化
に
求
め
る
改
革
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
さ
て
、
南
北
朝
相
互
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
官
制
を
中
心
に
南
斉
か
ら
北
魏
へ
、
あ
る
い
は
反
対
に
北
魏
か
ら
梁
へ
の
影
響
を
指
摘
す
る
見
解
が
存
在
す
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
ど
ち
ら
か
が
相
手
国
の
影
響
を
一
方
的
に
受
け
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
う
け
入
れ
側
に
そ
れ
を
受
容
す
る
素
地
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
都
城
の
御
苑
に
つ
い
て
い
え
ば
、
五
胡
十
六
国
に
始
ま
る
華
北
の
遊
牧
系
政
権
は
こ
れ
を
放
牧
地
や
軍
事
施
設
と
し
て
活
用
し
た
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
か
か
る
華
北
の
御
苑
に
お
い
て
も
、
先
述
し
た
「
詔
獄
」
の
ご
と
き
現
象
を
見
出
す
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
後
に
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
建
康
の
華
林
園
に
お
け
る
「
詔
獄
」
が
北
魏
洛
陽
・
北
斉
鄭
城
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
　
『
魏
書
』
巻
九
一
蒋
少
游
伝
に
、
陳
寅
恪
氏
の
研
究
に
お
い
て
「
魏
孝
文
之
遣
少
游
使
江
左
、
自
有
墓
擬
建
康
宮
閾
之
意
。
」
と
さ
れ
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
た
蒋
少
游
に
つ
い
て
、
　
　
後
に
平
城
に
於
い
て
將
に
太
廟
・
太
極
殿
を
螢
ま
ん
と
す
る
に
、
少
游
を
遣
は
し
傳
に
乗
り
洛
に
詣
り
、
魏
巫
日
の
基
趾
を
量
準
せ
　
　
し
む
。
後
に
散
騎
侍
郎
と
爲
り
、
李
彪
に
副
ひ
江
南
に
使
す
。
高
祖
　
船
乗
を
修
む
る
に
、
其
の
多
く
思
力
有
る
を
以
て
、
都
水
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使
者
に
除
し
、
前
將
軍
・
兼
將
作
大
匠
に
遷
し
、
侃
ほ
水
池
湖
に
涯
戯
せ
る
舟
揖
の
具
を
領
せ
し
む
。
華
林
殿
・
沼
　
薔
を
修
め
　
　
新
を
増
し
、
金
塘
の
門
櫻
を
改
作
す
る
に
及
び
、
皆
な
措
く
所
の
意
、
號
し
て
妬
美
と
爲
す
。
　
　
後
於
平
城
將
螢
太
廟
・
太
極
殿
、
遣
少
游
乗
傳
詣
洛
、
量
準
魏
奮
基
趾
。
後
爲
散
騎
侍
郎
、
副
李
彪
使
江
南
。
高
祖
修
船
乗
、
以
　
　
其
多
有
思
力
、
除
都
水
使
者
、
遷
前
將
軍
・
兼
將
作
大
匠
、
侃
領
水
池
湖
涯
戯
舟
揖
之
具
。
及
華
林
殿
・
沼
修
奮
増
新
、
改
作
金
　
　
塘
門
櫻
、
皆
所
措
意
、
號
爲
妬
美
。
と
あ
り
、
彼
が
帰
国
後
、
洛
陽
に
お
け
る
華
林
園
の
改
修
・
増
築
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
長
広
敏
雄
氏
は
、
　
　
蒋
少
游
は
、
（
散
騎
侍
郎
で
あ
っ
た
）
太
和
十
五
年
（
四
九
一
）
十
一
月
に
、
勅
命
に
よ
り
李
彪
の
伴
を
し
て
南
朝
（
南
斉
）
に
　
　
公
式
使
節
と
し
て
い
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
チ
ャ
ン
ス
に
も
、
少
游
は
お
そ
ら
く
熱
心
に
南
朝
の
都
城
や
宮
廷
の
諸
設
営
、
文
物
　
　
を
観
察
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
が
洛
陽
華
林
園
の
造
営
に
役
立
っ
た
と
想
像
す
る
こ
と
は
、
さ
ほ
ど
無
理
な
こ
と
で
は
な
か
　
　
ろ
う
。
と
あ
る
よ
う
に
、
太
和
十
五
年
（
四
九
一
）
に
お
け
る
南
斉
へ
の
遣
使
が
蒋
少
游
に
よ
る
洛
陽
華
林
園
の
造
営
に
役
立
っ
た
こ
と
を
指
　
　
　
　
（
1
9
）
摘
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
長
広
氏
の
見
解
に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
『
魏
書
』
巻
二
一
上
威
陽
王
禧
伝
に
、
景
明
二
年
（
五
〇
一
）
五
月
、
宣
武
帝
の
輔
政
の
大
臣
で
あ
っ
た
威
陽
王
禧
に
つ
い
て
、
　
　
禧
　
遂
に
其
の
妃
の
兄
　
兼
給
事
黄
門
侍
郎
李
伯
尚
と
謀
反
す
。
…
…
禧
　
洪
池
の
東
南
よ
り
走
る
に
、
憧
僕
　
敷
人
に
過
ぎ
ず
、
　
　
左
右
の
禧
に
從
ふ
者
、
唯
だ
兼
防
閤
ヂ
龍
虎
の
み
。
…
…
俄
に
し
て
禧
　
檎
獲
せ
ら
れ
、
華
林
の
都
亭
に
送
ら
る
。
世
宗
　
親
ら
　
　
事
源
を
問
ひ
、
千
斤
の
鎖
を
著
け
龍
虎
に
格
し
、
羽
林
　
之
を
衛
る
を
掌
る
。
　
　
禧
遂
與
其
妃
兄
兼
給
事
黄
門
侍
郎
李
伯
尚
謀
反
。
…
…
禧
自
洪
池
東
南
走
、
憧
僕
不
過
敷
人
、
左
右
從
禧
者
、
唯
兼
防
閤
サ
龍
虎
。
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…
…
俄
而
禧
被
檎
獲
、
送
華
林
都
亭
。
世
宗
親
問
事
源
、
著
千
斤
鎖
格
龍
虎
、
羽
林
掌
衛
之
。
と
あ
り
、
謀
反
に
失
敗
し
た
威
陽
王
禧
が
華
林
園
に
送
ら
れ
宣
武
帝
に
訊
問
さ
れ
た
際
、
「
羽
林
」
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
か
ら
、
北
魏
洛
陽
が
単
に
造
営
と
い
っ
た
レ
ヴ
ェ
ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、
建
康
の
華
林
園
で
行
わ
れ
た
親
衛
軍
と
関
わ
る
「
詔
獄
」
の
影
響
を
も
受
け
て
い
た
こ
と
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
ま
た
『
北
斉
書
』
巻
＝
二
趙
郡
王
叡
伝
に
、
北
斉
後
主
の
と
き
輔
政
の
任
に
あ
っ
た
趙
郡
王
叡
に
つ
い
て
、
　
　
世
祖
　
崩
じ
、
葬
後
敷
日
に
し
て
、
叡
と
凋
栩
王
潤
・
安
徳
王
延
宗
及
び
元
文
遙
　
後
主
に
奏
し
て
云
へ
ら
く
、
和
士
開
　
宜
し
　
　
く
侃
ほ
内
任
に
居
る
べ
か
ら
ず
、
と
。
並
び
に
入
り
て
太
后
に
奏
す
。
因
り
て
士
開
を
出
だ
し
党
州
刺
史
と
爲
さ
ん
と
す
。
太
后
　
　
曰
は
く
、
士
開
　
蕾
と
駆
使
を
纒
、
留
む
る
こ
と
百
日
を
過
ぎ
ん
と
欲
す
、
と
。
叡
　
色
を
正
し
て
許
さ
ず
。
…
…
入
り
て
太
后
　
　
に
見
ゆ
る
に
、
太
后
　
復
た
以
て
言
を
爲
す
も
、
叡
　
之
を
執
る
こ
と
彌
々
固
し
。
出
で
て
永
巷
に
至
る
や
、
兵
に
遇
ひ
執
へ
ら
　
　
る
。
華
林
園
に
送
り
、
雀
離
佛
院
に
於
い
て
劉
桃
枝
を
し
て
拉
ぎ
て
之
を
殺
さ
し
む
。
　
　
世
祖
崩
、
葬
後
敷
日
、
叡
與
焉
翅
王
潤
・
安
徳
王
延
宗
及
元
文
遙
奏
後
主
云
、
和
士
開
不
宜
傍
居
内
任
。
並
入
奏
太
后
。
因
出
士
　
　
開
爲
宛
州
刺
史
。
太
后
日
、
士
開
藷
纒
騙
使
、
欲
留
過
百
日
。
叡
正
色
不
許
。
…
…
入
見
太
后
、
太
后
復
以
爲
言
、
叡
執
之
彌
固
。
　
　
出
至
永
巷
、
遇
兵
被
執
。
送
華
林
園
、
於
雀
離
佛
院
令
劉
桃
枝
拉
而
殺
之
。
と
あ
り
、
趙
郡
王
叡
が
と
ら
え
ら
れ
た
後
、
華
林
園
に
送
ら
れ
劉
桃
枝
に
殺
害
さ
れ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
劉
桃
枝
と
は
『
北
斉
書
』
巻
五
〇
恩
倖
伝
に
、
　
　
高
祖
の
時
に
蒼
頭
陳
山
提
・
蓋
豊
樂
・
劉
桃
枝
等
数
十
人
有
り
、
倶
に
騙
馳
せ
る
便
僻
に
し
て
、
頗
る
恩
遇
を
蒙
る
。
天
保
・
大
　
　
寧
の
朝
、
漸
く
以
て
貴
盛
た
り
。
武
平
の
時
に
至
り
皆
な
以
て
開
府
・
封
王
な
り
。
…
…
蒼
頭
　
始
ま
る
こ
と
家
人
よ
り
し
、
情
　
　
寄
　
深
密
た
り
。
後
主
に
及
び
、
則
ち
是
れ
先
朝
の
薔
人
に
し
て
、
勤
薔
の
螢
を
以
て
、
此
の
明
霧
を
致
す
。
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高
祖
時
有
蒼
頭
陳
山
提
・
蓋
豊
樂
・
劉
桃
枝
等
敷
十
人
、
倶
駆
馳
便
僻
、
頗
蒙
恩
遇
。
天
保
・
大
寧
之
朝
、
漸
以
貴
盛
。
至
武
平
　
　
時
皆
以
開
府
・
封
王
。
…
…
蒼
頭
始
自
家
人
、
情
寄
深
密
。
及
於
後
主
、
則
是
先
朝
善
人
、
以
勤
蕾
之
螢
、
致
此
明
霜
。
と
あ
る
よ
う
に
、
「
蒼
頭
」
と
よ
ば
れ
る
高
氏
の
家
人
出
身
で
あ
り
、
『
北
斉
書
』
巻
一
二
狼
班
王
綴
伝
に
は
彼
が
親
衛
軍
の
長
と
し
て
「
禁
兵
」
を
率
い
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
皇
帝
に
と
っ
て
私
的
性
格
が
強
く
、
か
つ
親
衛
軍
を
率
い
て
い
た
と
い
う
点
は
、
先
に
み
た
制
局
監
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
　
右
に
は
皇
帝
に
よ
る
訊
問
の
記
載
が
み
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
と
き
後
主
は
十
三
歳
で
あ
り
、
当
時
に
あ
っ
て
彼
が
直
接
、
大
臣
を
訊
問
で
き
た
と
は
考
え
が
た
い
。
従
っ
て
、
趙
郡
王
叡
の
殺
害
に
は
胡
太
后
の
意
思
が
強
く
は
た
ら
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
王
が
な
ぜ
華
林
園
に
お
い
て
劉
桃
枝
の
ご
と
き
「
蒼
頭
」
に
よ
り
殺
害
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
か
ら
み
た
際
、
そ
こ
に
は
自
ず
か
ら
先
述
し
た
「
詔
獄
」
の
影
響
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
北
魏
宣
武
帝
、
北
斉
後
主
の
と
き
に
は
威
陽
王
禧
、
趙
郡
王
叡
ら
に
よ
る
輔
政
が
存
在
し
た
が
、
そ
う
し
た
状
況
か
ら
帝
権
強
化
に
向
け
て
脱
却
せ
ん
と
す
る
ま
さ
に
そ
の
時
期
に
、
親
衛
軍
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
華
林
園
に
お
け
る
「
詔
獄
」
の
影
響
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
単
な
る
偶
然
と
は
考
え
難
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
北
魏
洛
陽
・
北
斉
鄭
城
は
そ
の
造
営
の
み
で
な
く
、
御
苑
を
軍
事
的
に
活
用
し
て
い
た
遊
牧
系
政
権
の
伝
統
、
お
よ
び
帝
権
強
化
に
向
け
た
動
き
な
ど
と
相
ま
っ
て
、
建
康
に
お
け
る
「
詔
獄
」
の
影
響
を
も
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
【
附
記
】
　
本
稿
は
平
成
二
二
年
度
科
研
費
助
成
事
業
・
基
盤
研
究
（
B
）
「
最
新
の
考
古
調
査
お
よ
び
礼
制
研
究
の
成
果
を
用
い
た
　
中
国
古
代
都
城
史
の
新
研
究
」
（
研
究
代
表
者
・
佐
川
英
治
）
、
及
び
平
成
二
四
年
度
科
研
費
助
成
事
業
・
基
盤
研
究
（
C
）
「
出
　
土
文
物
の
分
析
に
よ
る
4
～
6
世
紀
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
融
合
・
社
会
変
動
の
研
究
」
（
研
究
代
表
者
．
小
林
聡
）
、
平
成
二
P川東晋南朝の建康における華林園にっいて55
四
年
度
科
研
費
助
成
事
業
・
特
別
研
究
員
奨
励
費
「
古
代
中
国
に
お
け
る
伝
統
の
創
造
に
つ
い
て
ー
六
朝
階
唐
を
中
心
と
し
て
み
た
ー
」
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
注
（
1
）
　
拙
稿
「
東
晋
南
朝
に
お
け
る
建
康
の
中
心
化
と
国
家
儀
礼
の
　
　
整
備
に
つ
い
て
」
（
『
七
隈
史
学
』
第
＝
二
号
、
二
〇
一
一
年
）
　
　
参
照
。
（
2
）
　
渡
辺
信
一
郎
「
宮
闘
と
園
林
－
三
～
六
世
紀
中
国
に
お
け
る
　
　
皇
帝
権
力
の
空
間
構
成
1
」
（
『
考
古
学
研
究
』
第
四
七
巻
第
二
　
　
号
、
二
〇
〇
〇
年
。
の
ち
『
中
国
古
代
の
王
権
と
天
下
秩
序
ー
　
　
日
中
比
較
史
の
視
点
か
ら
』
第
四
章
、
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
三
　
　
年
所
収
）
参
照
。
（
3
）
　
村
上
嘉
実
「
六
朝
の
庭
園
」
（
『
古
代
学
』
第
四
巻
第
一
号
、
　
　
一
九
五
五
年
。
の
ち
『
六
朝
思
想
史
研
究
』
第
五
章
第
二
節
、
　
　
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
四
年
所
収
）
参
照
。
（
4
）
　
妹
尾
達
彦
「
階
唐
長
安
城
の
皇
室
庭
園
」
（
橋
本
義
則
編
　
　
『
東
ア
ジ
ア
都
城
の
比
較
研
究
』
第
三
章
、
京
都
大
学
出
版
会
、
　
　
二
〇
＝
年
）
参
照
。
（
5
）
　
渡
辺
氏
註
（
2
）
論
文
参
照
。
な
お
、
渡
辺
氏
は
こ
の
軍
礼
・
　
　
軍
事
関
係
施
設
に
お
け
る
再
審
判
に
つ
い
て
、
当
該
論
文
の
註
　
　
（
2
4
）
の
な
か
で
、
「
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
、
　
　
現
在
の
と
こ
ろ
よ
く
分
か
ら
な
い
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
（
6
）
　
辻
正
博
「
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
聴
訟
と
録
囚
」
（
『
法
制
史
研
　
　
究
』
五
五
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。
（
7
）
　
張
学
鋒
「
六
朝
建
康
城
的
発
掘
与
復
原
新
思
路
」
（
『
南
京
暁
　
　
荘
学
院
学
報
』
二
〇
〇
六
年
第
二
期
、
二
〇
〇
六
年
。
の
ち
増
　
　
補
．
翻
訳
と
し
て
同
氏
〈
小
尾
孝
夫
訳
〉
「
六
朝
建
康
城
の
研
　
　
究
－
発
掘
と
復
原
」
『
山
形
大
学
歴
史
・
地
理
・
人
類
学
論
集
』
　
　
第
＝
二
号
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。
（
8
）
　
渡
辺
氏
註
（
2
）
論
文
、
小
林
聡
「
晋
南
朝
に
お
け
る
宮
城
　
　
内
省
区
域
の
展
開
ー
梁
陳
時
代
に
お
け
る
内
省
の
組
織
化
を
中
　
　
心
に
ー
」
（
『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
第
三
五
号
、
二
〇
〇
七
　
　
年
）
参
照
。
（
9
）
　
冨
田
健
之
「
漢
代
に
お
け
る
『
詔
獄
』
の
展
開
」
（
『
古
代
文
　
　
化
』
第
三
五
巻
第
九
号
、
一
九
八
三
年
）
参
照
。
（
1
0
）
　
唐
に
お
け
る
流
刑
の
裁
判
に
関
し
て
も
、
同
様
の
手
続
き
が
　
　
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
辻
氏
「
流
刑
案
件
の
56東洋文化研究15号
　
　
裁
判
手
続
き
」
（
「
唐
宋
時
代
刑
罰
制
度
の
研
究
」
第
二
章
第
二
　
　
節
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。
（
1
1
）
　
越
智
重
明
「
領
軍
将
軍
と
護
軍
将
軍
」
（
『
東
洋
学
報
」
第
四
　
　
四
巻
第
一
号
、
一
九
六
一
年
。
の
ち
『
中
国
古
代
の
政
治
と
社
　
　
会
』
下
編
「
魏
晋
南
朝
の
政
治
と
社
会
」
第
二
章
、
中
国
書
店
、
　
　
二
〇
〇
〇
年
所
収
）
、
張
金
龍
「
南
朝
監
局
及
其
禁
衛
権
力
問
　
　
題
」
（
『
文
史
哲
』
二
〇
〇
三
年
第
四
期
、
二
〇
〇
三
年
。
の
ち
　
　
『
魏
晋
南
北
朝
禁
衛
武
官
制
度
研
究
』
下
冊
第
四
編
附
章
、
中
　
　
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
所
収
）
参
照
。
（
1
2
）
　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
で
は
「
御
力
」
と
す
る
が
、
一
方
、
　
　
そ
の
校
勘
記
に
宋
・
元
・
明
の
三
本
お
よ
び
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
　
　
宋
本
で
は
「
御
刀
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
　
　
稿
で
あ
げ
た
南
北
朝
期
に
関
す
る
史
料
の
事
例
を
踏
ま
え
た
際
、
　
　
「
鷹
勅
」
や
「
茄
法
珍
」
と
と
も
に
「
御
力
」
と
い
う
表
現
が
　
　
出
て
く
る
の
は
前
者
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
極
め
て
例
外
　
　
的
で
あ
る
。
従
っ
て
、
い
ま
後
者
に
し
た
が
う
。
（
1
3
）
　
越
智
氏
註
（
1
1
）
論
文
参
照
。
（
1
4
）
　
祝
総
斌
「
魏
晋
南
北
朝
尚
書
左
丞
糾
弾
職
掌
考
－
兼
論
左
丞
　
　
与
御
史
中
丞
的
分
工
」
（
『
文
史
』
第
三
二
輯
、
一
九
九
〇
年
）
　
　
参
照
。
（
1
5
）
　
浜
口
重
国
「
魏
晋
南
朝
の
兵
戸
制
度
の
研
究
」
（
『
山
梨
大
学
　
　
学
芸
学
部
紀
要
』
第
二
号
、
一
九
五
七
年
。
の
ち
『
秦
漢
階
唐
　
　
史
の
研
究
」
上
巻
第
一
〇
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
六
年
　
　
所
収
）
、
安
田
二
郎
「
僑
州
郡
県
制
と
土
断
」
（
川
勝
義
雄
・
礪
　
　
波
護
編
『
中
国
貴
族
制
社
会
の
研
究
』
京
都
大
学
出
版
会
、
一
　
　
九
八
七
年
。
の
ち
『
六
朝
政
治
史
の
研
究
』
第
三
編
第
一
一
章
、
　
　
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
所
収
）
参
照
。
（
1
6
）
　
拙
稿
「
劉
宋
孝
武
帝
の
戸
籍
制
度
改
革
に
つ
い
て
」
（
『
古
代
　
　
文
化
』
第
五
九
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
七
年
）
、
「
東
晋
宋
初
的
五
　
　
等
爵
－
以
五
等
爵
与
民
爵
的
関
係
為
中
心
」
（
『
中
国
中
古
史
研
　
　
究
』
第
一
巻
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。
（
1
7
）
　
朴
漢
済
「
唐
長
安
城
三
苑
考
－
前
漢
上
林
苑
斜
機
能
斗
司
　
　
旦
苛
司
1
」
（
『
歴
史
学
報
」
第
一
八
八
輯
、
二
〇
〇
五
年
。
の
　
　
ち
翻
訳
と
し
て
同
氏
〈
山
崎
雅
稔
訳
〉
「
唐
長
安
城
三
苑
考
－
　
　
前
漢
上
林
苑
の
機
能
と
比
較
し
て
ー
」
妹
尾
達
彦
編
『
都
市
と
　
　
環
境
の
歴
史
学
』
第
二
集
、
中
央
大
学
文
学
部
東
洋
史
学
研
究
　
　
室
、
二
〇
〇
九
年
）
、
妹
尾
氏
註
（
4
）
論
文
参
照
。
な
お
、
　
　
後
述
す
る
北
魏
・
北
斉
の
「
詔
獄
」
に
は
、
い
わ
ゆ
る
内
朝
の
　
　
影
響
も
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
1
8
）
　
陳
寅
恪
『
階
唐
制
度
淵
源
略
論
稿
』
二
、
礼
儀
附
都
城
建
築
　
　
（
商
務
印
書
館
〈
重
慶
〉
、
一
九
四
〇
年
）
参
照
。
（
1
9
）
　
長
広
敏
雄
コ
ハ
朝
の
苑
圃
」
（
『
六
朝
時
代
美
術
の
研
究
』
第
　
　
七
章
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研
究
報
告
、
一
九
六
九
年
。
　
　
増
補
版
、
朋
友
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。
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